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　　　　第2．0嗣宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　議　　事　　次　　第．

生　日　　時’昭和55年9月27日「（水）

　　　ノ舳．●　　午後2時～4時’

　　場　　所　　宇宙開発委員会会議室
　　　　　　　　　　　
　議，　題・　（1）　第二部会分科会構成員kついて

　　　　　　　（2旧釆専門家蟻の画趣ンバー

　　　　　　　　について

　　資：　　料　ズ7　　　　　　’・

　委20」1　　第：19回宇宙開発委員会（建例会議）・

　　　　　　　『議事要旨（案）
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t．日

第19回宇宙開発委員会ぐ定例会議）

　議事要旨．（案）

時

所
題

場
議

4ゼ三

韓1．9－1

’委イ9－2
　　　＼　　一

委19－5

昭和55年9月置5日（水）．

午後2時～4時

宇宙開発委員会会議室い　’　　　、

（1）　実験用中容量静止通信衛星・（CS）等；4衛

星の打上げ結果㊧評価について．∫　一

（2）　リモー’トセンシング（遠隔探査技術）の研

　究。開発及ま科盛込）推進に関ずる方策につい

　て

料，　　　　　　　　　　　　　　　　一’

　　第1＄回宇再開発委員会（定例会議）議事要旨饅

　　実験用中容量静止通信衛畢（cs）等タ衛星の釘

　　’上げ結果め評価について（報告）

　　リモートセ≧シγグ（遠隔探査技術）の研究。開

　　禿及び利用の推進に関する方策について
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運輸省気象庁総携部長

〃　海上保安庁総務部長

郵政省電波監理局内議官

　建設省大臣官房技術参事官

　郵政省電波監理局

　宇宙開発事業団

　　　　　〃

　　　　　〃

事務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　　　〃　　・　〃　　宇宙国際課長

　　　　〃　　　　〃　。宇宙開発課長

6．議事要旨

（1）前回議事要旨

相良英明
（代理：山中）
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　　　第18回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨が確認された・

．《2γ実験用中容量静止通信衛星（げS）等4衛星の打上げ結果

　，の評畔？いて　　　　ジ、・’
　　　佐貫亦男第四部会長から資料委19・r2に基づいて説明声・

　　行われ、以下の質疑応答が行われたのち、報告が了承された・

網島自宇宙開発事業団が米国から十分な知識を得られないのは，

　　輝虚報撚を制限している力励・

佐貫＝情報を提供してもらえないものは三芳がな矯が・礎供して

＼もらえるものにっφては米国蜘し疑問点をはっきり指摘でき
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　　る程度には勉強してもらいたい・

（3ジリモ』下毛ジ汐グ（遠隔探査技術）の研究。麟及び利用

　のi推進に関する方策について

　　事務局から登料委19－5に基づいて説明が行われ牟のち、

　以下の質疑応答が行われた・　ゴ　　　　　・　’＼’、

網野今後、センサーが鞍な晦になると思うが・謝国のセ

　　．ンサーに関する情報をまとめたものはあるのか・，

事務局：本日配－ｺした環料に各国が悼用レているセンサーの種類・

　　をとりまとめているげ

　　　また丸それらの概要についての資料は事務局で収集してい

　　るが＼まだ未整理であるb　’

網島な我が国でもリモートセ7シングにより気圧を測定する研究・

　　を行っているのか。’9　　．　　’

事務局：気象庁で行っている。・

斎藤：ランドサット、シーサットの利用成果をどのようにMOS

　　シリーズに反映させるかについて考える必要があるσ

、吉識：世界の地球観測計画め中でMpsをどのように位置づ．ける

・のかなど、自鰭灘は6きりさせる必要理る・可曹

事務慰リモートセンシング撚め蝉吟閥赫かり鍍雛

．業で溺が・今開門的二進してまいりたい・”
斎藤ぎ推進会議は自ら予算をとってぐ実際に活動できるような性

　　格なのか。　　　ご

翻胤下下性心聞そ璽う雄下階な叫聯纏局
　　取は・・5纈磯勅マ鰍セ田沼進デ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　することとしている。・

網島：ζのような会論では・旧記匝分野ρ衆知を集めることが必

　　要である。
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第二部会ズペーズシギトル分科会構成員

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和55年9月
　　　　　　　　　　　　　　　　’（　・5　0　音1嘔1｛）
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分科会母1荒．禾’　透

専門委員渥．美和，彦

　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　梅　．川　荘　’吉●．

　　　　　大　林．辰　蔵
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源　彦

．曲譜’

玄洋

．群瀟浮鋼材撒術磯所論

鯨大学医学部搬

束京工業大学精密工学粥漸教授

’東京大学宇宙航空研究所教授

宇宙議論僕団システム
　　　　　　　　　計画部次長

協和発醇工染㈹技術部長

束京大学工学部教授

科学技術庁航空字宙技術研究所
　　宇宙研鑑グループ総合研究官

大阪大学基礎工学部教授

海洋科学技術・ヒンター技材膏顧問・

㈱野村総合研究所研究顧闘

名古謡大学環境医学研究所教授
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第二部会H－1ロケット分科会構成員

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和55年P月
　　　　　　　　　　　　　　　　　（50音1旺責）
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分科会長

専門委員

山　内

秋　葉

内，田

大　塚

倉　三

新　羅

中　井

中　口

平　木

山　口

正　男

錬：二郎

茂　男

貞　吉

健　治
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新技術開発事業団監事

東京大学宇宙航空研究所教授

名古崖大学工学部教授

科学技術庁航空字宙技術研究所

　　　　　　　　　　角田支所長

東京大学宇宙航空研究所教授

明治大学工学部教授

科学技術庁航空宇宙技術研究所
　　　　　　　　　機体第二部長

東京大学工学部教授

宇宙開発事業団理事

宇宙開発事業団システム計画部長
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　　　　　　　　　　　　　繋20－4．嘉

日米専門家会議の日本側メンバー

　　　　　　（案）　　　昭和55年9月27日

　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会
　　　　　　　　　　　　　　了　　解

下邨昭三

斉藤諦淳

長洲秀夫

（科学分野）大林辰蔵

　　　　　小　田　　稔

　　　　　平尾邦雄

　　　　　野村民也

（応用分野）木村小一

　　　　　村主行康

　　　　　平井正一

　　　　　平木　　一

科学技術庁長官官房参事官

文部省学術国際局研究機関課長

科学技術庁航空宇宙技術研究所
　　宇宙研究グループ総合研究官

東京大学宇宙航空研究所教授

東京大学宇宙航空研究所教授

東京大学字宙航空研究所教授

東京大学宇宙航空研究所教授

運輸省電子航法研究所衛星航法部長

郵政省電波研究所総合研究官

宇宙開発事業団理事

宇宙開発事業団理事
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